
HPVが陽性でも慌てないでください！

日本産婦人科医会リコメンデーションより

HPV検査が陽性であっても、多くは免疫力によって自然に消失するとされていますので、すぐに慌
てる必要はありません。将来子宮頸がんになる危険度をチェックする検査ですので、定期的な検診
で感染が持続していないか、細胞に異常が起きていないか確認し「がん」に進行する前に見つけま

～ＨＰＶ(エイチピーブイ)検査詳細～

HPV陰性 HPV陽性
現在HPV(ハイリスク群)に感染していません。
しかし、今後感染することもあるため、定期的
に子宮頸がん検診を受けましょう。

現在HPV(ハイリスク群)に感染していす。
下記表に従って、定期的にフォローアップ検診
を受けましょう。

ASC-US： 前がん病変

(がんになる手前の状態）の疑い 

LSIL :  軽度異形成疑い 

原因となる
HPVに感染

正常細胞
多くの場合、
免疫で自然に排除される

一部は感染が持続

ここで見つかれば早期治療に繋がる

前がん病変（自覚症状なし）

進行し、がんになる
可能性がある

がん細胞

5～10年
HPV（+）
の持続

ASC-US
の持続
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